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して成長した今季８年目となる従業員を中心として、５名の従業員
に支えられています。直近も３人入社したので、さらなる従業員教
育に取り組みたいと考

永利：人材育成において大切にしているとは何ですか？

Vol.25TIMES
〈ゼロプラスタイムズ〉

ゼロプラスアシストで中国の深圳へ視察をしてきました！

ゼロプラスアシストのサービスの一環として、お客様とゼロプラスメンバーの総勢17名で中国の深圳に
訪問し、ヒューマノイドロボットや射出成形機などの視察をしてきました。
工場の規模が大きいことははもちろんですが、徹底された整理整頓や工場内のデジタル管理、テキパキ
動く従業員など、インターネットだけでは得られない情報にたくさん触れることができました。

山善(深圳)貿易有限公司

現地駐在員の方から、中国の市況や機械
販売の動向、ビジネス環境・文化の違い
などをインプットしていただけました。
その後、オフィス内にて犬型ロボットを拝
見し、コントローラーを使って実際に操作
も行いながら、工場内での活用方法につ
いても議論。

【写真】左：山善(深圳)オフィス、右：犬型ロボット

大きな目的の一つであったヒューマノイドロボット。
UBTECH社を訪問し、実際に動いているところを目にして、箱を運搬
したり、物を識別して取り出したりすることは容易にできていました。
「箱の規格が標準化されていれば工場内でも活躍できるのでは？」「い
やいやこの精度ではまだまだ導入には至れない」など製造業ならでは
の会話が生まれました。

ヒューマノイドロボット

【写真】ヒューマノイドロボット

工場見学

【写真】上：YIZUMI社にて、左下：YIZUMI社の射出成形機レプリカ、
右下：TOPSTAR社の工場

TOPSTAR社、YIZUMI社の工場を見学しました。
TOPSTAR社は2014年の設立からものすごいス
ピードで成長してきた会社です。工場自体も山を切
り開いて作られたものですが、直近でできた工場と
いうこともあり非常に効率性が重視された秩序あ
るラインでした。

YIZUMI社で
は”9000トン”の射
出成形機が製造され
ており、見上げるほど
の圧倒的なスケール
に驚かされました。
(写真提供はできず
…)



愛
日本の年の00万をピークに昨年り約300万人減少しています。
幅な移民政策に舵を切らなければ10年以内に1億2000万人を割
り込み、2050年ごろには1億人以下になります。人口減少の原因
は、赤ちゃんが少ないことです。出生数は2017年に100万人を割
りこみ2022年では77万人まで激減しています。現の人口ピラ
ミッドと出生率から考えて、出生数が100万人を超えて大幅に増
加することはもはや不可能です。これまでも人口減と並行して労働
者不足は進行しましたが、女性の社会進出と高齢者の延長雇用で
なんとか凌いできました。しかしいよいよ限界を迎えました。
1947年～1950年生まれの団塊の世代計1000万人が75歳を
超える年齢になり、働き続ける肉体的限界を迎えつつあります。一方
新成人は現在の110万人から20年後には77万人になることが出
生数から確定しています。現在6700万人ほどいる就労者は、年間
100万人ペースで減少し続けます。『人手不足が緩和することはな
い』経営の大前提として肝に銘じておきましょう。

脱炭素ニュース

代表から一言

カタログ補助金ご紹介

「省力型補助金（カタログ注文型）」の対象設備を検索しやすいと
大好評の「カタログ補助金.com」。上のQRコードよりアクセスで
きます。例えば、従業員21名以上の企業であれば、㈱アマダ製
ATC付きサーボドライブベンダーを1,000万円引き相当で購入
できます。このチャンスお見逃しなく！

問い合わせ先
〒 664-0858
兵庫県伊丹市西台1-5-7 2F
TEL ０７２－７６４－５３４０
FAX ０３－６８００－５２６５
Mail  
info@zeroplus-consul.co.jp

当社HP Youtube

ゼロプラスの
歴史や理念、事業内容

をご紹介！

CO2比較.com

当社の会社紹介や
脱炭素セミナーを
動画でチェック！

脱炭素に関する最新
情報を随時公開！

Instagram

ゼロプラスの雰囲気
や従業員たちの楽し

い日常！

公式LINE
大場社長 ゼロプラス

補助金・脱炭素などの
お役立ち情報を配信！

カタログ補助金.com

省力化補助金（カタロ
グ注文型）対象設備を

簡単検索！

2025年11月19日～21日に開催された「脱炭素経営EXPO
（関西）」に出展しました。昨年は情報収集目的の来場者が中心
でしたが、今年は自社のミッションや具体的な課題を抱え、解
決策を求めて来場する担当者が大幅に増えました。当社ブース
では、排出量の見える化や現場改善、社内体制づくりなど、実
務に踏み込んだ相談が多く寄せられ、活発な意見交換につなが
りました。また、会期中に実施した当社主催セミナーは、立ち見

が出る盛況となり、「と
ても分かりやすかっ
た」と好評をいただき
ました。

今回の展示会を通じ、
企業の脱炭素ニーズ
がより具体化している
ことを強く実感する場
となりました。

公益財団法人ひょうご
産業活性化センターが
主催するイベントに、
ゼロプラスとロボプラ
スで出展いたします。

省エネ関係で気になる
方は是非おこしくださ
い！

2025年11月、ゼロプラスアシスト会員様限定の海外視察ツアーを実行しました。
3泊4日の旅、ご参加頂いた皆さん誠にありがとうございました。やっぱりあれだ
け長い時間を共有すると本当に仲良くなれますね。デジタル時代だからこそ、リア
ルが大事だと改めて実感しました。めちゃくちゃ楽しかった！中国へは、15年ぶり
に訪問しました。当時の中国はGDPで日本を超えようとしていました。トイレが汚
かったり、道が凸凹でゴミが散乱していたり、まだ先進国とは言えない状況でした。
今回感じたのは先進国を感じさせる街並みの美観と、犯罪が消えた管理体制でし
た。現地の工場視察では、以前の低品質低価格になものづくりから、きちんと品質
管理に気を配ったいい工場運営をしていると感じました。またロボット開発では多
数の企業が莫大な資金を投じて、ヒューマノイドや4足歩行ロボットを製品化して
いることを体感してきました。
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